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 記入日 2020年 8 月 9日 

会社・団体名 
株式会社クボタ 

英文名：KUBOTA Corporation 

技術・設備名 クボタ浸漬型膜分離装置 液中膜 

分類 

 （１）省エネルギー 〇 （５）水処理 

 （２）新エネルギー  （６）土壌汚染防止・土壌改良 

 （３）大気汚染対策  （７）スマートシティ 

〇 （４）循環経済  （８）その他 

特徴（ＰＲポイント） 

液中膜はＭＢＲ（膜分離活性汚泥）法に用いる平膜タイプの膜ユニットです。

1991 年に販売開始以来、既に全世界 6,300 箇所以上でご採用頂いています。 

液中膜MBRはシンプルなシステムであり既設の排水処理設備を改造して処

理水質の改善に対応できる場合が多く、排水規制値の強化に対応する有効な

手段の１つです。 

液中膜による膜処理水は高度に処理されており大腸菌も流出しません。従

って膜処理水をそのまま中水利用することが可能です。さらに、RO 膜で再利

用を行う場合膜処理水をそのまま ROの原水として使用できます。中国国内の

MBR で多用されている中空糸膜タイプの膜に比較して、膜の寿命が長く、運転

管理が容易であるという特長を有しています。 

具体的な省エネ・環境効果、

経済性 

・生活排水を対象とした場合、標準処理プロセスでは排水処理基準の１級 A 

を、高度な処理プロセスでは地下水水質基準の地表水Ⅳ類を満たすことが

出来ます。 

・生物反応槽の活性汚泥濃度を最大 20,000mg/L まで高めることが可能で、通

常の MBR に比較して、処理時間と反応槽容量の半減が可能です。 

・処理水は FI 値<4 を達成し、活性炭吸着処理を経ずに直接 RO膜に供給でき

ます。 

・耐用年数が 8 年前後と中空糸膜（4 年前後）のほぼ２倍で、ライフサイクルコ

ストで評価すると非常に安価な膜です。 

概要・原理 
 

実績 

クボタは 1991 年から国内外で事業を展開してきました。中国でも 2002 年に最

初の施設が稼働した後、順調に実績を伸ばしており、市政汚水処理場，生活

排水処理場，産業排水処理場等で、多数ご採用頂いています。2011 年には上

海に久保田環保科技（上海）有限公司を設立し、日本の株式会社クボタと連携

しながら、販売とアフターサービス業務を展開しています。液中膜の長年の実

績に裏付けられた確かな品質と、日系企業ならではのきめ細やかなサービス

で、中国のお客様から高い評価を頂いています。液中膜の主な実績は以下の

通りです。 
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・1991 年：１号機稼動（日本） 

・1998 年：海外 1 号機稼動（イギリス） 

・2002 年：中国 1 号機稼動（北京） 

・2011 年：日本三宝下水処理場、6万 m 3/d 

・2012 年：中国無錫城北汚水場、2万 m3/d 

・2016 年：アメリカ、処理能力 15.9 万 m3/d 

・2017 年：オマーン、処理能力 12.5 万 m3/d 

 

中国での連絡先 

担当者名：久保田環保科技（上海）有限公司 魏修建 

TEL：+86-21-2027-2388 

E-mail：xiujian.wei@kubota.com  

〒200070  

上海市静安区天目西路 128号嘉里企業中心 1棟 6階 

日本での連絡先 

担当者名：株式会社クボタ 膜システム部 柴田敏行 

TEL：03-3245-3773 

E-mail：toshiyuki.shibata2@kubota.com  

〒104-8307  

東京都中央区京橋 2丁目 1番 3号 

Web URL http://www.kubota.com.cn/kees/ 

 














